
■ 東京湾ぐるっとスタンプ ラリー
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■調査時の気象・海象
平成30年度は記録的な高温となりました。7月23日には熊

谷（埼玉県）で日最高気温が41.1℃となり歴代全国1位を更
新したほか、多くの気象庁の観測点で、最高気温の記録を
更新しました。

水質調査の基準日（8/1）は、東京湾周辺の各観測所で最
高気温が34度を超え、大変暑い中での調査となりました。日
中の風速はおよそ４～７ m/sで、多くの機関において予定通
り調査を実施することができました。

平成30年度東京湾
環境一斉調査結果

■東京湾環境一斉調査（水質調査）
平成３０年度の東京湾環境一斉調査の水質調査は、８月１

日（水）を基準日とし、基準日を含む数日間を中心に、海域及
び陸域（河川）において水質調査を実施しました。調査には、
企業や市民団体、大学、国及び地方自治体等、169機関が
参加しました。調査地点数は海域が244地点、陸域が405地
点で、合計649地点でした。

【調査報告書の入手方法】
東京湾環境一斉調査のホーム

ページよりダウンロードできます。

【各機関による調査データの入手方法】
東京湾環境情報センターのホーム

ページ「実データダウンロード」より
ダウンロードできます。

【実施項目】
海域：水温、溶存酸素量（DO）、化学的酸素要求量（COD）、

透明度、塩分
陸域：水温、溶存酸素量（DO）、化学的酸素要求量（COD）、

透視度、流量

【結果概要】
溶存酸素量（DO）に関する調査では、東京湾奥部の底層に

おいて、およそ3.0mg/Lを下回る値が広域にわたり検出され、
特に西岸部で溶存酸素量（DO）は低い値となっていました。

また、化学的酸素要求量（COD）については、海域では、全
体的に東京湾口よりも東京湾奥で高い値を示しました。陸域
においては、多摩川及び鶴見川流域では、江戸川及び荒川
流域と比較して、低い値となっていました。
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■平成30年8月1日の底層溶存酸素量 （海底から約1m上の水中に溶けている酸素量※）

④東京都立
東京港野鳥公園

③大森 海苔のふるさと館

⑤しながわ水族館

②大師河原干潟館

⑫みなとオアシス
“渚の駅”たてやま

①観音崎自然博物館

⑩ふなばし三番瀬環境学習館

⑪習志野市
谷津干潟自然

観察センター

⑨行徳鳥獣保護区
⑦都立葛西臨海公園鳥類園

⑧浦安市郷土博物館

⑥東京都葛西臨海水族園

※ 溶存酸素量（DO）単位：mg/L
水中に溶けている酸素量のことで、有機物による水

質汚濁の指標のひとつとして用いられます。水中に溶
ける酸素量は、水温が高くなると減少し、水温20 ℃の
時に約9 mg/L で飽和状態となります。

■アマモ植生地データベースについて（予告）

※クリックで詳細な
データを表示（例示）
・位置（緯度経度）
・植生面積
・植生状態（被度、群度）
・面積算定時の詳細画像
（撮影日時）
・備考
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東京湾官民再生連携フォーラム「東京湾の窓PT」では、「東京湾に関連す
る施設で ネットワークをつくろう」を合言葉に活動しています。

平成３０年度夏休み期間には、下記１２施設の協力により、昨年に引き続
き、「東京湾ぐるっとスタンプ ラリー」が開催されました。

（平成30年度版 東京湾ぐるっと
スタンプラリーチラシより）

■カニ調査シート
平成30年度は、干潟調査の一環として

「カニ生息一斉調査」を新たに設けました。
その後、調査に役立つよう調査シートを参
加団体に配付し、利用していただきました。
来年度はより利用しやすくなるよう、調査
シートの内容を改良していく予定です。

■東京湾環境一斉調査（生物調査）
平成30年度は、昨年度に引き続き、東京湾内の干潟を調査する「干潟調査」と、

東京湾・流域河川の干潟以外を調査する「その他の調査」が実施され、16件の調
査報告をいただきました。なお、干潟調査では、13綱78種の生物の生息が確認さ
れています。

干潟調査の実施場所及び実施結果 その他の調査の実施場所

多摩川河口

東京港野鳥公園前浜干潟

葛西海浜公園西なぎさ

お台場海浜公園

谷津干潟

花見川右岸・
磯部新田公園付近

被子植物門（単子葉植物綱） 軟体動物門（腹足綱、二枚貝綱）

刺胞動物門（鉢虫綱、ヒドロ虫綱、花虫綱） 節足動物門（顎脚綱、軟甲綱）

扁形動物門（渦虫綱） 脊索動物門（ホヤ綱）

環形動物門（多毛綱） 脊索動物門（軟骨魚綱、硬骨魚綱）

●板橋区 （魚類、底生動物） ●東京都 （魚類、動植物プランクトン）

●江戸川区 （魚類、底生動物） ●東京湾シギチドリ一斉調査グループ （シギ・チドリ類）

●株式会社 日本海洋生物研究所 （コアマモ） ●富士電機機器制御株式会社 （底生生物など）

●川崎市 （水生生物） ●横浜・八景島シーパラダイス （水生生物）

●ダイダン株式会社 （水生生物、昆虫）

東京湾ぐるっとスタンプラリー
の紹介ページはこちら

追浜浄化センター
1.4(万㎥/日)

南部水再生センター
19.4 (万㎥/日)

中部水再生センター
9.1(万㎥/日)

神奈川水再生センター
28.1(万㎥/日)

鶴見川

北部第⼆水再生センター
19.1(万㎥/日)

⼊江崎水処理センター
31.9(万㎥/日)

森ヶ崎水再生センター⻄、東
計154.0(万㎥/日)

芝浦水再生センター
85.0(万㎥/日)

有明水再生センター
12.0(万㎥/日)

多摩川

隅田川

砂町水再生センター
65.8(万㎥/日)

荒川
中川

江戸川

葛⻄水再生センター
51.0(万㎥/日)

江⼾川第⼆終末処理場
46.4(万㎥/日)

⻄浦下水処理場
8.1(万㎥/日)

⾼瀬下水処理場
15.3(万㎥/日)

津田沼浄化センター
7.4(万㎥/日)

花⾒川第⼆終末処理場
28.4(万㎥/日)

花⾒川終末処理場
39.5(万㎥/日)

千葉市中央浄化
センター

11.4(万㎥/日)

千葉市南部浄化センター
26.5(万㎥/日)

松ヶ島終末処理場
5.3(万㎥/日)

袖ヶ浦終末処理場
2.2(万㎥/日)

⽊更津下水処理場
3.3(万㎥/日)

【水質調査データ提供機関】＜企業など＞・AGC株式会社 京浜工場・DEXTE-K・DIC株式会社 千葉工場・JFE鋼板株式会社東日本製造所（千葉）・JFEスチール株式会社・JFEスチール株式会社東日本製鉄所・JNC石油化学株式会社・JXTGエネルギー株式会社 川崎製造所・JXTGエネルギー株式会社 川崎製油所・JXTGエネルギー株式会社 根岸製油所・曙ブレーキ岩槻製造株式会社・旭化成株式会社 川崎製造所・味の素株式会社・アルバック成膜株式会社・五十嵐冷蔵株式会社・板橋化学株式会社・出光興産株式会社・岩崎電気株式会社・宇部興産株式会社 千葉石油化学工場・株式会社 J-オイルミルズ千葉工場・株式会
社 NUC 川崎工業所・株式会社 関電工・株式会社 グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン・株式会社 シーライン東京・株式会社 東芝・株式会社 東芝 横浜事業所・株式会社 日本触媒 川崎製造所千鳥工場・株式会社 日本触媒 川崎製造所浮島工場・株式会社 日立製作所中央研究所・株式会社 日立プラントサービス・株式会社 むつみ・株式会社 ユーベック・株式会社 ロッテ浦和工場・川崎化成工業株式会社・川崎天然ガス発電株式会社・キッコーマン食品株式会社 野田工場製造第1部・キッコーマン食品株式会社 野田工場製造第2部・キッコーマン食品株式会社 野田工場製造第3部・麒麟麦酒株式会社 横浜工
場・京葉ユーティリティ株式会社・コアレックス三栄株式会社 東京工場・昭和シェル石油株式会社・昭和電工株式会社 川崎事業所・昭和電工株式会社 秩父事業所・昭和電工株式会社 千葉事業所 ・昭和電工株式会社 横浜事業所・新日鐵住金株式会社 君津製鐵所・新東日本製糖株式会社・住友化学株式会社 千葉工場(袖ケ浦地区）・住友重機械工業株式会社・セントラル硝子株式会社 川崎工場・ダイダン株式会社・太平洋製糖株式会社・ダイワ化成株式会社・千葉明治牛乳株式会社・寺田倉庫・電源開発株式会社 磯子火力発電所・トーヨーケム株式会社・東亜建設工業株式会社・東亜石油株式会社・東京ガス株式
会社・東京ガス株式会社 扇島LNG基地・東京ガス株式会社 袖ケ浦LNG基地・東京ガス株式会社 根岸LNG基地・東京シップサービス・東京倉庫運輸株式会社 ＜市民団体等＞・NPO法人横浜シーフレンズ・NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会・みずとみどり研究会・一般社団法人埼玉県環境計量協議会 ＜大学・研究機関など＞・東京海洋大学 海洋資源環境学部・芝浦工業大学・横浜国立大学大学院 環境情報研究院・Ariake海岸（武蔵野大学）・神奈川県水産技術センター・国立環境研究所・千葉県水産総合研究センター・千葉県環境研究センター・公益財団法人日本海事科学振興財団船の科学館 ＜地方自

治体＞・東京都・中央区・江東区・品川区・港区・北区・板橋区・江戸川区・大田区・八王子市・町田市・西東京市・埼玉県・川越市・越谷市・熊谷市・川口市・草加市・加須市・秩父市・日高市・春日部市・さいたま市・所沢市・狭山市・神奈川県・横須賀市・横浜市・川崎市・三浦市・千葉県・千葉市・松戸市・市川市・船橋市・袖ケ浦市・習志野市・浦安市・羽生市水質浄化センター・市野川浄化センター・高坂浄化センター・松戸市東部クリーンセンター・毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合・江戸川下水道事務所・東京都下水道局・横須賀市下水道局・熊谷市（妻沼水質管理センター）・船橋市（高瀬下水処理場）・船橋市（西浦下
水処理場）・市川市（菅野終末処理場）・習志野市（津田沼浄化センター）・千葉市（南部浄化センター）・千葉市（中央浄化センター）・町田市（クリーンセンター）・八王子市（北野下水処理場）・東京都流域・横浜市（水再生センター）・川崎市（水処理センター）・さいたま市（下水処理センター） ＜国＞・関東地方整備局 東京空港整備事務所・関東地方整備局 江戸川河川事務所・関東地方整備局 京浜河川事務所・関東地方整備局 荒川下流河川事務所・関東地方整備局 荒川上流河川事務所・関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所・海上保安庁第三管区海上保安本部・海上保安庁海洋情報部
【生物調査データ提供機関】・NPO21世紀水倶楽部・NPO法人東京港グリーンボランティア・活き活き東京湾研究会・板橋区・江戸川区・大田区環境マイスターの会・株式会社 日本海洋生物研究所・川崎市環境局環境総合研究所環境リスク調査課・三洋テクノマリン株式会社・昭和シェル石油株式会社・ダイダン株式会社 技術研究所・東京都環境局自然環境部水環境課・東京湾シギチドリ一斉調査グループ・富士電気機器制御株式会社 吹上事業所・谷津干潟自然観察センター・横浜・八景島シーパラダイス
【環境啓発等イベント実施機関】・DEXTE-K・JNC石油化学株式会社市原製造所・NPO21世紀水倶楽部・NPO法人東京港グリーンボランティア・活き活き東京湾研究会・浦安三番瀬を大切にする会・浦安水辺の会・株式会社日本触媒川崎製造所・川崎市環境総合研究所・キッコーマン株式会社環境部・公益財団法人日本海事科学振興財団 船の科学館・公益財団法人帆船日本丸記念財団・新日鐵住金株式会社君津製鐵所・高島水際線公園愛護会・東京湾大感謝祭実行委員会・東京湾をよくするために行動する会・認定NPO法人ふるさと東京を考える実行員会・谷津干潟自然観察センター

下町浄化センター
10.7(万㎥/日)

⾦沢水再生センター
22.2(万㎥/日)

君津富津終末処理場
4.4(万㎥/日)

東京都運河・沿岸域の底層DO表示範囲（左下図参照）

■東京都運河・沿岸域の底層DO
運河域を中心に11カ所での底層DOを調べました（右図中、青線で囲った範囲）。下層DO（運河等の底の水

での溶存酸素量）が３ mg/L以下では生き物は生きられません。深い地点①③④⑤⑦⑩⑪では水が上下に
交じり合わず酸素がほとんどない状態でした。２ ｍ以下の浅い地点②⑥⑧⑨では上下で交じり合って酸素が
ありました。透明度はどの地点も1.5 ｍ以下でした。

（運河を美しくする会、昭和シェル、船の科学館の調査データによる）

︓下水処理施設
︓東京湾環境⼀⻫調査観測点

※数字は処理能力(万㎥/日)（晴天時）

︓⼲潟

【凡例】

︓河川

TBEIC 掲載イメージ

☚

関東地方整備局では、水環境再生にかかる取り組
みの基礎データとなる「東京湾アマモ場データベース」
を作成し、東京湾環境情報センター（TBEIC）に公開し
ます（時期は調整中） 。

官民連携フォーラム会員等から収集したデータなど
を公表し、次年度以降は、規定様式にて研究機関や
NPO、HP 利用者等から情報の提供をうけ、情報の拡
充や更新を行う計画です。



「東京湾環境マップ」は、本調査に参加された方々から提供していただいたデータなど
をもとに下記４者 が連携して計画立案、編集発行するものです。本年度は「東京湾にで

かけよう！」をテーマに、東京湾の環境と楽しみ方についてまとめてみました。関係者の
みならず、東京湾の環境に興味をもつ方々に広く活用していただければ幸いです。

平成31年3月
Vol.13

東京湾再生推進会議モニタリング分科会
九都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改善専門部会

東京湾岸自治体環境保全会議
東京湾再生官民連携フォーラム（東京湾環境モニタリングの推進プロジェクトチーム・

東京湾パブリック・アクセス方策検討プロジェクトチーム・東京湾の窓プロジェクトチーム）

いままでの実施日と調査地点数
平成20年7月2日：47機関、605地点
平成21年8月5日：148機関、749 地点
平成22年8月4日：131機関、750地点
平成23年8月3日：139機関、820地点
平成24年8月1日：145機関、903地点
平成25年8月7日：160機関、799地点
平成26年9月3日：155機関、689地点
平成27年8月及び9月：荒天のため中止
平成28年8月3日：142機関、602地点
平成29年8月2日：152機関、1039地点
平成30年8月1日：169機関、649地点

東京湾環境一斉調査と
本マップについて

東京湾の環境再生は、「海」だけで
はなく、東京湾へ注ぎ込む「川」にも
深い関係があります。私たちは、この
ことを一人でも多くの皆さんに知って
いただき、東京湾の環境に対する興味
や関心を抱いてもらうことを目的とし
て、平成２０年度から東京湾環境一斉
調査を行っています。毎年度決められ
た日に、海（東京湾）と陸（河川等）
で、市民の方や企業、研究機関、行政
機関等に協力をいただき一斉に水質や
生き物の調査を行う活動は、今年度で
11年目を迎えました。これまでの調査

で得られた貴重なデータは、東京湾の
環境改善に活用されています。

東京湾環境マップ

東京湾に流入する主な河川の状況
東京湾環境一斉調査 調査結果より

東京湾にでかけよう！
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１．東京湾の水辺のルーツ
縄文時代（約6,000年前）には地球規模の気候変動の影響で起こった海進

（海面の上昇）により、関東平野のほとんどが海でした。その後、河川が運ん
だ沖積土が堆積し、江戸時代にはいわゆる「江戸湾」とそれを取り囲む湿地
帯が形成されていたと想像されています。

徳川家康は、この地を政治、経済、文化の中心とすべく、それまで江戸を
南北に縦断して流れていた利根川の流れを東に曲げる利根川東遷の事業
を実施し、埋立を進めるとともに、塩や建設資材などを運ぶための交通路と
して、小名木川や新川といった運河の開削を行いました。

そうした運河には、日本各地からの廻船が運んできた物資・日用品を積み
替えた瀬取船が荷を下ろす河岸（かし）が形成されました。そこは、単なる荷
上場ではなく、問屋や仲買、小売りの商業地、すなわち市場としての機能も
持っていたと言われています。

こうして千葉の塩田、神奈川の漁業、流域の農業をつないだ江戸は水の都
であり、当時より、人々は水辺を花火や潮干狩り、夕涼みの場として活用し、
海や運河に親しんできました。

■ 運河利用のルール・マナーについて
より多くの方が、東京港の運河や水辺を安全かつ快適にご利用できるように、行政や

水域利用者、地域住民などが協力して、「東京港の運河利用のルール・マナー」が作成
されています。みなさんそれぞれがルールを守り、自らの責任を自覚し、運河や水辺を
譲り合ってご利用しましょう。

「東京港の運河利用のルール・マナー」

埋立や都市開発などにより
水辺へのアクセスが十分に確
保できていない今、それでも
様々な水辺へのアプローチが
試みられています。本マップ片
手に、東京湾の水辺にでかけ
てみませんか。

『江戸名所 御殿山花盛』歌川広重 画

２．運河に憩う人々の風景
浜辺や干潟の少ない東京都沿岸では、運河は最も身近な海です。直接

水に触れたり、釣りをしたり、テラスで水辺空間に憩い、運河沿いを散歩
するなど、運河はビル街に大きく開けた空間を提供し、周辺の人々の貴重
な憩いの場となっています。「水辺の開放感が良い」とのアンケート結果も
あります。天王洲運河沿いのボートウォークでは大規模なフェスタが毎年
開催され、2018年の春夏秋冬4回のフェスタは延べ5万4千人もの人々で
賑いました。芝浦地区でも毎年芝浦運河まつりが地元町会によって開催
されています。

ビル街を縫う京浜運河
周囲はジョギングや散歩の周遊コース

京浜運河、大井ふ頭海浜公園
水遊びや釣りの家族連れで賑わっている

高浜運河御楯橋周辺のテラスは
保育園のお散歩コース

JR品川駅に近い御楯橋
大勢の通行人が開放感を楽しんでいる

JR田町近くの芝浦
運河
芝浦運河まつりは
地元町会主催で周
辺住民の楽しみ

（運河を美しくする会）

３．船でたのしむ東京の海
東京の海には様々な船が行き交っています。物流・交通のためだけで

はなく、江戸情緒を味わい、名所を探訪し、船上グルメを満喫し、釣りを楽
しむことができる船に乗ってみませんか。

←屋形船：お台場にて
江戸情緒を味わいつつお台場など名所探

訪ができる。最近は、気軽に利用できる乗り
合いの屋形船もある。

↓レストラン船：東京港内
港内を周遊し沖にてフランス料理などを味

わう。ランチクルーズ、サンセットクルーズな
ど。年間20万人が利用している。すれ違っ
ているのは、大島などに就航している高速
船ジェットフォイル。

↑釣り船：多摩川河口・羽田沖
夏場のハゼ釣りは、子供も楽しめる手軽な釣りです。この他にも、キスやカレイ、太

刀魚、アジなど東京湾の釣り物は豊富！

４．千葉の水辺さんぽ
浦安水辺の会は、浦安市郷土博物館の協力を得て、浦安の水辺を歩こう！

セルフガイドシートを作成しました。漁師町の面影やかつての海岸線、橋など、
いろいろなものを探しに出かけてみませんか？

コースＢ，Ｃおよび、詳細な情報は、
浦安水辺の会のWebページをご確認ください

５．第二海堡に上陸する！
第二海堡は、東京湾のほぼ中央、富津岬沖合にある人工島で、明治時

代に第一海堡、第三海堡とともに首都防衛のための海上要塞として建設
されました。建設当時としては最新の設備を備えた軍事施設です。

Includes material ©2016 Planet Labs Netherlands BV. All rights 
reserved.

東京港

川崎港

横浜港

千葉港

木更津港

【第二海堡の変遷】
・明治２２年 ７月 第二海堡 建設着手
・大正 ３年 ６月 竣工
・大正１２年 ９月 関東大震災により被災、周囲の護岸が崩壊
・平成１９年１１月 護岸の改修工事に着手

砲台跡と灯台 中央部砲塔観測台煉瓦遺構

スカシユリ

ハマヒルガオ

タイトゴメとハマゴウ

第二海堡

第二海堡

歴史的構造物だけでなく、自然環境も人の手を入れ
ていないため花（時期限定）や海藻などもあります。観
光資源として、利用者ニーズを十分に把握し、魅力ある
上陸ツーリズムの早期実現に向けて取り組みを進めて
います。

６．東京湾の「視点場」探訪
東京湾再生官民連携フォーラム※からの提案

世界人口の圧倒的多数は沿岸域に暮らしています。なかでも３千万人が暮らす東京湾沿
岸大都市は世界最大規模です。多くの人が暮らし、それを支える沿岸大都市は東京湾に
様々な負荷を与えてきましたが、今、東京湾を再生する取り組みが官民の連携で進められ
ています。このテーマを解決する鍵は沿岸域に暮らす人々とそこに立地する企業の取組み
にかかっています。海洋の問題は９０％以上が陸域起源だからです。

私たちのプロジェクトチームでは一人でも多くの方に東京湾を訪ねていただき、海を実感
していただくための方策を考えています。

海との接点を「視点場」と名付け、主に、鉄道駅から視点場へのアクセスルートをＧＰＳ機
能を活用したガイド情報でご案内したいと考えています。ルート上のポイント毎に自動で音
声案内を提供したいと考えています。

視点場に至るルート上には、東京湾の歴史が刻まれています。御菜八カ浦と呼ばれ、将
軍家に「魚貝」を届けた漁港の跡、近代社会までの物流を支えた湊、漁業者の信仰の場、
そこに祭られた鯨、開港期のお台場、第二次大戦中の砲台跡、産業の黎明期の各種工場
跡、そして今日の先端産業、物流拠点、さらには海洋学習施設等々をたどると視点場につ
きます。視点場は約４０か所の海浜公園が中心になります。

視点場から眺める東京湾は様々な表情を見せます。エネルギーや物流を支える大小の
船舶、海洋レジャーを楽しむ人々の姿、東京湾の再生を目指したアマモ場、海苔を育てる
「ひび」や、人々の憩う親水護岸等が目に入ります。一方では、廃プラスチックをはじめとし
た浮遊物が気になります。そして高度に都市化した沿岸域を抱えた海ではありますが、海
の中や海底、護岸には様々な生物が生息しており、その一部は私たちの食卓にも上ります。
そして何より、胸一杯に吸い込める海の香りがあります。

海へのルートをたどり、視点場で東京湾に触れていただければ、海洋の可能性、海の楽
しさ、海と共生するために私たちが何をなすべきかが見えてきます。「百聞は一見にしかず」
です。皆様を東京湾に誘うことが可能な情報提供システムの構築と運用を提案しています。

※東京湾再生官民連携フォーラム「東京湾パブリックアクセス方策検討PT」では、多くの魅力的な
東京湾へのアクセス方法を検討・実証推進していくため、「みんなが手軽に海に行ける既存のアク
セスを広く紹介すること」を目指して活動しています。平成28年度には、「東京湾パブリック・アクセ
ス方策に関する第一次政策提案」をとりまとめました。

＜視点場の例＞ 城南島海浜公園

７．自転車に乗って
江東自転車エコライフの会では、江東区の快適な道・アメニティマップを

作成し、最も環境に優しい交通手段である自転車によって、 二酸化炭素
や排気ガスを出すこともなく、地球温暖化の防止に貢献しお金の節約や
健康増進にも、一石二鳥どころか四鳥、五鳥にもなると呼びかけています。

１．お江戸・深川
・お散歩コース

見どころ：木場公園、
深川江戸資料館、森下文化センター、
芭蕉記念館、清澄公園、明治丸、
牡丹公園、深川不動、富岡八幡

２．仙台掘川
･亀戸コース

見どころ：仙台掘川公園、
旧大石家住宅、
大島稲荷神社、香取神社、
普門院、亀戸天神、
龍眼寺、
北十間川からスカイツリー

３．荒川快適
走行コース

見どころ：荒川河川敷、
新砂干潟、葛西橋、
荒川ロックゲート、
旧中川、中川舟番所、
小名木川

４．若洲海浜公園コース
見どころ：えこっくる江東、
辰巳海浜公園、
若洲海浜公園、
夢の島公園
夢の島マリーナ

５．豊洲・有明
・臨海部コース

見どころ：辰巳海浜公園、
豊洲ららぽーと、
お台場海浜公園、
船の科学館、
潮風公園、東京ビックサイト

天王洲地区では台船を使った水上テラスを
利用してフェスタ開催



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


